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２面…各課・各施設の直通電話・FAX番号一覧
３面…介護保険料の改正
６面…浅間山へ行こう！
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◆国勢調査の流れ◆

府中市マスコットキャラクター ふちゅこま

あなたの活躍が日本の未来をつくります

あなたも、あなたも、国勢調査員国勢調査員になりませんかになりませんか
　10月１日（木）を基準日として、５年に一度の国勢調査が全国一斉に実施されます。　10月１日（木）を基準日として、５年に一度の国勢調査が全国一斉に実施されます。
　本調査の調査員として、調査業務に理解と熱意を持って携わっていただける方を募集し　本調査の調査員として、調査業務に理解と熱意を持って携わっていただける方を募集し
ます。ます。
　問合せは、総務管理課統計係（３３５・４０５９）へ。　問合せは、総務管理課統計係（３３５・４０５９）へ。

▽業務期間　８月中旬から10月下旬▽業務期間　８月中旬から10月下旬
▽対象 次の全てに該当する方▽対象 次の全てに該当する方
○調査業務に理解と熱意を持って携わる○調査業務に理解と熱意を持って携わる
ことができる方ことができる方
○20歳以上の健康な方○20歳以上の健康な方
○調査上知り得た秘密を守れる方○調査上知り得た秘密を守れる方
○税務・警察・選挙に直接関係のない方○税務・警察・選挙に直接関係のない方
○暴力団員その他の反社会的勢力に該当○暴力団員その他の反社会的勢力に該当
しない方しない方
▽受け持ち世帯数　約150世帯▽受け持ち世帯数　約150世帯
▽報酬 約７万円（２調査区約150世帯▽報酬 約７万円（２調査区約150世帯
担当の場合）担当の場合）
※報酬額は調査区内の世帯数によって異※報酬額は調査区内の世帯数によって異

なります。なります。
▽申込み ５月20日（水）までに、電話▽申込み ５月20日（水）までに、電話
で、または直接市役所４階総務管理課へで、または直接市役所４階総務管理課へ

　国勢調査は、日本国内に住む全ての人　国勢調査は、日本国内に住む全ての人
と世帯を対象とする国の最も重要な統計と世帯を対象とする国の最も重要な統計
調査です。国内の人口・世帯の実態を明ら調査です。国内の人口・世帯の実態を明ら
かにするため、統計法に基づいて実施さかにするため、統計法に基づいて実施さ
れます。れます。
　国勢調査の結果は、福祉施策や生活環　国勢調査の結果は、福祉施策や生活環
境整備、災害対策など、日本の未来をつく境整備、災害対策など、日本の未来をつく
るために欠かせない様々な施策の計画策るために欠かせない様々な施策の計画策
定などに利用されます。皆さんのご理解定などに利用されます。皆さんのご理解
とご協力をお願いします。とご協力をお願いします。

オンライン調査の実施オンライン調査の実施
　平成27年国勢調査では、パソコンやス　平成27年国勢調査では、パソコンやス
マートフォンなどから回答できる調査システマートフォンなどから回答できる調査システ
ムが導入されます。調査票の配布・回収に先ムが導入されます。調査票の配布・回収に先
行してインターネット回答を受け付けます。行してインターネット回答を受け付けます。

国勢調査の流れ国勢調査の流れ
　今回の調査から、調査票の配布に先行し　今回の調査から、調査票の配布に先行し
て調査員が各世帯を訪問し、「インターネッて調査員が各世帯を訪問し、「インターネッ
ト回答の利用案内」を配布した後、インタート回答の利用案内」を配布した後、インター

ネットによる回答のなかった世帯にのみ調ネットによる回答のなかった世帯にのみ調
査票を配布する方法で行われます。査票を配布する方法で行われます。

調査結果の活用調査結果の活用
　調査結果は次の分野などで活用されます。　調査結果は次の分野などで活用されます。

■社会経済の発展を支えるために（学
術研究・企業などでの利用）
○大学などの学術・研究機関における
人口学・地理学・経済学・社会学など社
会経済の実態や動向に関する実証的
な研究
○民間企業の需要予測
○店舗などの立地計画の経営管理
■公正な行政運営の基礎を成すため
に（各種法令・行政施策などでの利用）
○衆議院議員の選挙区の画定
○地方交付税の交付金額の算定
○国や地方公共団体における各種行
政施策の策定・推進・評価
■公的統計の作成・推計のために（基
礎データとして利用）
○毎月の最新の人口や将来人口を推
計するための基礎データ
○国民経済計算などの加工統計にお
ける推計の基準人口として利用
○労働力調査、国民生活基礎調査など
の人・世帯を対象とする標本調査の設
計など

国勢調査員の仕事の内容と
スケジュール

1

4 5

2 3

調査員説明会に参加

調査票の回収 調査票の整理と提出

担当する地域の確認と
地図・名簿の作成

調査についての説明と
調査書類の配布

８月中旬から下旬のうち半日 ９月上旬 ９月上旬から下旬

10月下旬10月上旬から中旬

５年に１度の調査にご協力ください

10月１日（木）国勢調査

■国勢調査員は調査の成功に欠かせませ
ん
　日本国内に住む全ての人と世帯を対象
とする国勢調査は、国を挙げての一大プロ
ジェクトです。国勢調査員は、プロジェク
トの成功を左右する大きな役割を担って
います。
　市では、1000人以上の調査員が必要と
なります。皆さんのご協力をお願いします。
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府中市メール配信サービスへの登録はt-fuchu@sg-m.jpへ空メールを送信

各課・各施設の直通電話・FAX番号一覧
　各課や各施設の直通電話・FAX番号と主な業務内容は次のとおりです。な
お、府中市の市外局番は（042）です。
　FAX番号の記載のない課は直通のFAXはありません。

政策総務部
政策課  336・6131
○市政の総合企画・調整
 ☎335・4006、4010、4188
○庁舎建設 ☎335・4129
○条例、規則の制定 ☎335・4043
財政課  364・1156
○財政運営 ☎335・4025
○行財政改革 ☎335・4166
秘書課
○市長・副市長の秘書 ☎335・4015
広報課  361・8288
○広報紙の編集・発行、ホームページの管理・
運営 ☎335・4019
○市長への手紙、公文書などの開示、個人情
報の保護 ☎366・1711

○市政・専門相談、市政についての苦情の申立
て ☎366・1711
○市政情報センター

☎336・1818  336・1919
総務管理課  366・1457
○文書の収受・発送・保存 ☎335・4045
○統計調査の実施 ☎335・4059
職員課
○職員の人事 ☎335・4051
○職員の研修 ☎335・4049
○職員の福利厚生 ☎335・4050

行政管理部
財産活用課   335・5396
○公有財産・庁舎の管理 ☎335・4144、4155
○工事・委託・物品の検査 ☎335・4061
○公有財産の活用 ☎335・4540
○公共用地取得・売払、土地開発公社の管理
運営 ☎335・4102～4
建築施設課   366・7752
○公共施設の設計・施工監理 ☎335・4355～6
○公共施設の計画的保全 ☎335・4357
○公共施設マネジメントの推進 ☎335・4358
契約課   335・4420
○工事の契約 ☎335・4093
○物品・委託の契約 ☎335・4094
情報システム課   360・8132
○情報システムの管理・運営保守

☎335・4054、4057
防災危機管理課   335・6395
○災害対策、火災共済 ☎335・4098
○消防団 ☎335・4068
○危機管理、国民保護 ☎335・4283

市民部
総合窓口課   365・4819
○戸籍全部（一部）事項証明書などの郵送・回
答 ☎335・4000
○住民登録、印鑑登録 ☎335・4333
○税証明、バイクの登録・廃車、仮ナンバーの
貸出し ☎335・4120
○戸籍の届出・審査 ☎335・4555
保険年金課   336・7214
○国民健康保険の医療給付 ☎335・4044
○国民健康保険の資格・保険税の賦課

☎335・4055
○国民年金の資格・給付 ☎335・4066
○後期高齢者医療保険 ☎335・4033
市民税課
○軽自動車税、法人市民税、市たばこ税、市民
税証明 ☎335・4440

○市（都）民税普通徴収・年金特別徴収
 ☎335・4441
○市（都）民税給与特別徴収 ☎335・4442
資産税課
○固定資産税証明 ☎335・4443
○土地の評価 ☎335・4445
○家屋の評価 ☎335・4446
○償却資産の評価 ☎335・4447
納税課   335・4332
○市税などの納税証明、納付 ☎335・4448
○市税などの預金口座振替 ☎335・4449
○市税などの納付相談、滞納整理

☎335・4460、4462

生活環境部
住宅勤労課   365・0589
○市営住宅の管理・運営 ☎335・4457
○市営住宅の整備 ☎335・4458
○市民保養所「やちほ」の管理・運営、生活資
金融資のあっせん ☎335・4125

○府中の森市民聖苑
 ☎367・7788  367・3110
経済観光課   360・9370
○消費生活 ☎335・4124
○事業資金融資のあっせん、工場立地法、商
工業の振興 ☎335・4142
○農業の振興 ☎335・4143
○観光の振興 ☎335・4095
○消費生活相談室 ☎360・3316

○工業技術情報センター ☎335・4474
○観光情報センター ☎302・2000
○郷土の森観光物産館 ☎302・4000
環境政策課   361・0078
○まちの美化推進、害虫駆除相談

☎335・4195
○公害の相談、都条例などに基づく届出
 ☎335・4196
○エコハウス補助、環境マネジメントシス
テムの運用 ☎335・4472

○環境保全活動センター ☎335・4410
○自然環境保全の推進 ☎335・4315
地域安全対策課   336・8674
○交通安全・防犯の啓発、交通災害共済、地
域安全運動の推進 ☎335・4147
○交通安全施設の管理、コミュニティバスの
運行補助、放置自転車対策 ☎335・4069
ごみ減量推進課   336・5181
○ごみ収集の相談、犬・猫の死体処理、し尿
の収集 ☎335・4400
○集団回収、生ごみ処理機の補助
 ☎335・4437
○ごみの分別、ごみの排出場所の相談、不法
投棄 ☎360・0355
○リサイクルプラザの管理・運営、粗大ご
みの持込受付・料金確認 ☎365・0502

市民協働推進本部
市民活動支援課   365・3595
○NPO・ボランティア活動の推進

☎335・4035
○府中NPO・ボランティア活動センター

☎335・5793
○文化センターの運営・調整 ☎335・4137
○中央文化センター ☎364・3611
○白糸台文化センター（兼）東部出張所

☎363・6208
○西府文化センター（兼）西部出張所

☎364・0811
○武蔵台文化センター ☎042・576・3231
○新町文化センター ☎366・7611
○住吉文化センター ☎366・8611
○是政文化センター ☎365・6211
○紅葉丘文化センター ☎365・1188
○押立文化センター ☎042・488・4966
○四谷文化センター ☎367・1441
○片町文化センター ☎368・7001
○スクエア21・女性センター ☎351・4600
○女性問題相談 ☎351・4602
○姉妹・友好都市との交流 ☎335・4131
○国際交流サロン ☎335・4401
○市民協働の推進 ☎335・4414
○市民活動拠点施設の整備 ☎335・4167

文化スポーツ部
文化振興課   365・3593
○市民文化の振興、文化事業の普及

☎335・4130
○府中の森芸術劇場 ☎335・6211
○ルミエール府中 ☎361・4111
○府中グリーンプラザ ☎360・3311
○府中グリーンプラザ分館 ☎340・0211
ふるさと文化財課   360・4401
○埋蔵文化財の届出・発掘調査
 ☎335・4473
○ふるさと府中歴史館 ☎335・4393
○市史編さん室 ☎335・4376
○武蔵府中熊野神社古墳展示館

☎368・0320
○郷土の森博物館

☎368・7921  360・8217
生涯学習スポーツ課   365・3593
○社会教育事業の実施、社会教育関係団体
の支援、平和啓発事業の実施

 ☎335・4391、4394
○スポーツ大会の実施、スポーツ団体の支
援、学校体育施設の開放、スポーツ指導
者の派遣、スポーツ教室

 ☎335・4477、4499
○スポーツ施設の管理・運営 ☎335・4488
○生涯学習センター

☎336・5700  336・5709
○郷土の森総合体育館

☎363・8111  360・9856
○朝日体育館 ☎・  364・3456
○白糸台体育館
 ☎363・1004  369・7592
○押立体育館 ☎367・0750  369・7513
○栄町体育館 ☎367・0611  360・9854
○日吉体育館 ☎363・2501
○本宿体育館 ☎366・0831  360・9853
○四谷体育館 ☎368・7455  360・9855
図書館
○中央図書館 ☎362・8647  334・5370
○白糸台図書館 ☎・  360・3443
○西府図書館 ☎・  360・8998
○武蔵台図書館 ☎・  042・576・6390

○新町図書館 ☎・  360・6336
○住吉図書館 ☎・  360・5775
○是政図書館 ☎・  360・2882
○紅葉丘図書館 ☎・  360・7227
○押立図書館 ☎・  042・483・4122
○四谷図書館 ☎・  360・3663
○片町図書館 ☎・  368・7117
○宮町図書館 ☎・  364・3613
○生涯学習センター図書館

☎336・5702  336・5718
府中市美術館   335・7576
○総合受付、展覧会案内、教育普及

☎336・3371

福祉保健部
地域福祉推進課   335・7802
○厚生援護、福祉計画の推進・進行管理

☎335・4161、4182
○社会福祉法人などの指導検査
 ☎335・4264
生活援護課   366・3669
○生活保護医療券の発行 ☎335・4146
○生活保護
 ☎335・4040、4105、4141、4343
○生活保護の相談 ☎335・4038
○生活困窮者の自立支援相談 ☎335・4191
高齢者支援課   335・0090
○高齢者の生きがい事業、高齢者住宅の管
理・運営 ☎335・4011

○高齢者福祉施設の整備 ☎335・4503
○福祉の総合相談、権利擁護、高齢者虐待
相談 ☎335・4496 

○介護予防事業 ☎335・4117 
○地域包括支援センターに関すること
 ☎335・4537 
○在宅療養に関すること ☎335・4106 
介護保険課   335・2654
○住宅改修、おむつの給付など介護の援
護、介護保険給付 ☎335・4470

○介護保険の資格管理、保険料の賦課・徴
収 ☎335・4021
○介護サービス事業者相談 ☎335・4031 
○介護保険の認定申請受付・調査、認定審
査会の運営 ☎335・4309 

障害者福祉課   368・6126
○障害のある方などの手当・医療

☎335・4162
○身体・知的障害のある方の支援・相談

☎335・4962
○精神障害のある方の支援・相談

☎335・4022
○障害のある方の地域生活支援

☎335・4545
○障害者自立支援給付 ☎335・4087
健康推進課（保健センター）   334・5535
○施設の管理・運営、犬の登録
 ☎368・5311
○健康増進事業、人間ドック助成

☎368・5338
○成人・若年層健診、成人歯科健診、各種が
ん検診、健康相談・教育事業

 ☎368・6511  334・5549
○乳幼児健康診査、各種母子保健事業、予
防接種 ☎368・5333  334・5549

子ども家庭部
子育て支援課   334・0810
○子育てひろば、産前産後家庭サポート

☎335・4192
○児童手当、子ども医療、ひとり親家庭な
どの助成 ☎335・4100

○母子・女性相談 ☎335・4204、4240
○子育てや児童虐待などの相談

☎354・8701～2
○子ども家庭支援センター「たっち」

☎354・8700
保育支援課   334・0810
○市立保育所の管理・運営 ☎335・4233
○待機児解消・施設整備 ☎335・4490
○保育所の入所 ☎335・4172
○南保育所 ☎363・9714
○北保育所 ☎363・9715
○東保育所 ☎363・9716
○西保育所 ☎362・8301
○中央保育所 ☎363・9713
○北山保育所 ☎042・575・5771
○住吉保育所 ☎366・1426
○朝日保育所 ☎363・9127
○小柳保育所 ☎363・9510
○四谷保育所 ☎368・1589
○八幡保育所 ☎365・7542
○本町保育所 ☎366・6886
○三本木保育所 ☎365・6210
○西府保育所 ☎366・7025
○美好保育所 ☎366・5441
○高倉保育所 ☎330・2005
児童青少年課   365・9983
○学童クラブ、放課後子ども教室「けや
きッズ」 ☎335・4300
○青少年の指導・健全育成 ☎335・4427
○青少年・子ども相談 ☎360・7041

都市整備部
管理課   335・0499
○里道・水路の占用・払下げなどの受付、道
路・境界などの証明の受付 ☎335・4794

○道路・水路などの境界確定 ☎335・4430

○道路の占用・掘削の受付、インフラ管理ボ
ランティア制度（道路）の手続き

 ☎335・4328
○市道の維持管理、街路樹の管理、街路灯の
管理、道路反射鏡の管理、私道の整備

 ☎335・4536
計画課   335・0499
○都市計画の縦覧・相談、国土法の届出、地域
まちづくり活動の支援 ☎335・4335

○景観の相談・行為の届出 ☎335・4412
○開発事業指導要綱の手続き、大規模土地取
引行為の事前届出、土地利用構想の届出、
紛争予防条例 ☎335・4412

土木課   335・0499
○道路の新設・改修工事、用排水路維持・補修

☎335・4348
○道路の計画・基本設計 ☎335・4349、4350
公園緑地課   335・0499
○公園の使用・占用許可、公園・緑地などの維
持管理 ☎335・4263

○公園・緑地などの新設・改修工事、インフラ
管理ボランティア制度（公園）の手続き

 ☎335・4312
○公園・緑地などの計画、生産緑地の手続き
 ☎335・4313
○郷土の森公園の維持管理 ☎364・7214
下水道課   335・0125
○下水道使用料、受益者負担金 ☎335・4381
○下水道管理 ☎335・4384
○排水の規制 ☎335・4382
建築指導課   335・0160
○建築確認などの受付 ☎335・4479
○建築物などの定期報告、建築リサイクルの
届出、違反建築物の調査・是正指導

☎335・4474
○建築確認などの審査・検査、長期優良住宅・
低炭素建築物の認定 ☎335・4034、4475

○住宅の耐震診断・改修に係る助成金などの
受付・交付 ☎335・4173

○狭あい道路拡幅整備事業に係る寄付の受
付 ☎335・4327

地区整備課   365・3597
○再開発事業 ☎368・7503
○区画整理事業 ☎368・7592

事業部  03・3768・9116
○平和島競走場 ☎03・3768・9200

出納課  368・1171
○予算執行票の審査 ☎335・4415
○公金の収入・支出事務 ☎335・4416

教育部
総務課   334・0946
○教育委員会の会議事務・総合調整

☎335・4424
○市立小・中学校予算の管理・経理、奨学資金
の給付・貸付け ☎335・4428

○市立小・中学校施設の維持管理、八ヶ岳府
中山荘の管理・運営 ☎335・4429

学務保健課   360・9852
○学校保健、セカンドスクール ☎335・4435
○市立小・中学校の転入（就）学、幼稚園の事
務、林間学校、学区域 ☎335・4436

○小・中学校の就学援助 ☎335・4436
○矢崎幼稚園 ☎365・2654
○みどり幼稚園 ☎365・5835
○小柳幼稚園 ☎365・5709
○市立小学校の給食

☎365・2655  340・7127
○市立中学校の給食

☎366・8374  340・7128
○給食費 ☎366・8375
○食物アレルギー ☎366・8376
○給食センターの整備 ☎335・4434
指導室   360・9852
○教職員の人事・厚生 ☎335・4450
○学習・生活指導 ☎335・4062
○教育センター ☎364・4108  334・0947
○就学相談 ☎364・6620
○教育相談 ☎360・4188
○けやき教室 ☎333・0854

選挙管理委員会事務局  334・2983
○選挙管理委員会事務 ☎335・4485
○選挙事務 ☎335・4486

農業委員会事務局  360・9370
○農業の振興・改善、農地事務、国有農地の管
理 ☎335・4492

監査事務局  335・4174
○監査・検査・審査事務 ☎335・4497

議会事務局
庶務課   364・5415
○議長の秘書、事務局庶務 ☎335・4505
○議会報の編集、調査事務 ☎335・4506
議事課   364・5415
○議会運営、請願・陳
情の受付、傍聴の
受付、会議録の調
製 ☎335・4507
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◆65歳以上の方の介護保険料◆
保険料
段階 対象者 保険料率 保険料

（年額）

第１段階
生活保護受給者及び世帯全員が市民税非課税で老齢福
祉年金受給者、または世帯全員が市民税非課税で、前年
の合計所得金額と課税年金収入金額の合計額が80万円
以下の方

基準額×0.45 28,200円

第２段階
世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額と課税
年金収入金額の合計額が80万円を超えて120万円以下
の方

基準額×0.60 37,600円

第３段階 世帯全員が市民税非課税で、第１段階、または第２段階に該当しない方 基準額×0.70 43,800円

第４段階
世帯に市民税課税の方がいるが、本人は市民税非課税
で、前年の合計所得金額と課税年金収入金額の合計額が
80万円以下の方

基準額×0.80 50,100円

第５段階 世帯に市民税課税の方がいるが、本人は市民税非課税で、第４段階に該当しない方 基準額 62,700円

第６段階 前年の合計所得金額が120万円未満の市民税課税の方 基準額×1.10 68,900円

第７段階 前年の合計所得金額が120万円以上190万円未満の市民税課税の方 基準額×1.25 78,300円

第８段階 前年の合計所得金額が190万円以上290万円未満の市民税課税の方 基準額×1.50 94,000円

第９段階 前年の合計所得金額が290万円以上400万円未満の市民税課税の方 基準額×1.70 106,500円

第10段階 前年の合計所得金額が400万円以上600万円未満の市民税課税の方 基準額×1.90 119,100円

第11段階 前年の合計所得金額が600万円以上800万円未満の市民税課税の方 基準額×2.00 125,400円

第12段階 前年の合計所得金額が800万円以上1000万円未満の市民税課税の方 基準額×2.20 137,900円

第13段階 前年の合計所得金額が1000万円以上2000万円未満の市民税課税の方 基準額×2.50 156,700円

第14段階 前年の合計所得金額が2000万円以上の市民税課税の方 基準額×2.80 175,500円

◆介護保険給付費の財源構成◆

国・都・市の公費
（約216億円）
国・都・市の公費
（約216億円）

40～64歳の方の
保険料
（約124億円）

40～64歳の方の
保険料
（約124億円）

65歳以上の方の
保険料
（約103億円）

65歳以上の方の
保険料
（約103億円）

委
員
を
募
集

市
営
駐
車
場
の
指
定
管
理

者
候
補
者
選
定
委
員
会

平
成
27
年
度

学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

（
嘱
託
員
）募
集

委
員
を
募
集

保
健
計
画

推
進
協
議
会

介
護
報
酬
改
定
に
伴
う
見
直
し

介
護
保
険
施
設
な
ど
の

多
床
室
の
負
担
限
度
額

　

府
中
駅
南
口
市
営
駐
車
場
の
平

成
28
年
度
か
ら
の
指
定
管
理
者
候

補
者
を
選
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、

審
議
を
行
う
た
め
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

▽
任
期 

６
月
か
ら
選
定
終
了
ま

で▽
対
象 

20
歳
以
上
の
市
民
で
、

駐
車
場
の
経
営
に
関
心
が
あ
り
、

指
定
管
理
者
候
補
者
と
し
て
応
募

す
る
事
業
者
と
の
関
係
が
な
い
方

／
現
在
、市
の
審
議
会
・
協
議
会
な

ど
の
公
募
委
員
の
方
を
除
く

▽
募
集
人
数　

１
人

▽
申
込
み 

５
月
15
日（
金
）ま
で

（
必
着
）に
、「
こ
れ
か
ら
の
市
営
駐

車
場
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
」

▽
対
象 

昭
和
25
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、学
校・
幼
稚
園
教
諭

免
許
、保
育
士
資
格
の
い
ず
れ
か

を
も
つ
方

▽
募
集
人
数　

若
干
名

▽
試
験
日 

５
月
27
日（
水
）

▽
募
集
要
項　

５
月
15
日（
金
）ま

で
、市
役
所
５
階
児
童
青
少
年
課・

１
階
市
民
相
談
室
、市
政
情
報
セ
ン

タ
ー

　

第
２
次
保
健
計
画（
第
２
次
健

康
ふ
ち
ゅ
う
21
）の
推
進
に
向
け

た
検
討
、評
価
な
ど
を
行
う
た
め

の
協
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
任
期 

７
月
か
ら
平
成
28
年
３

月▽
対
象 

市
民
／
現
在
市
の
審
議

会・
協
議
会
な
ど
の
公
募
委
員
の

　

平
成
27
年
度
の
介
護
報
酬
改
定

に
よ
り
、４
月
か
ら
の
多
床
室
の

基
準
費
用
額
が
３
２
０
円
か
ら
３

７
０
円
に
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
あ

わ
せ
て
、利
用
者
負
担
第
２
段
階

及
び
第
３
段
階
の
方
の
負
担
限
度

額
も
３
２
０
円
か
ら
３
７
０
円
に

改
定
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
発
行
し
て
い
る
介
護
保
険

負
担
限
度
額
認
定
証
の
再
発
行
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
、３
２
０
円
と

記
載
が
あ
る
認
定
証
を
お
使
い
く

だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
、介
護
保
険
課
介
護

サ
ー
ビ
ス
係（
３
３
５
・
４
４
７

０
）へ
。

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
料
の
改
正

介
護
保
険
料
の
状
況

　

平
成
27
年
２
月
１
日
現
在
、市

内
の
65
歳
以
上
の
人
口
は
５
万
２

５
４
９
人
で
、そ
の
う
ち
要
介
護
・

要
支
援
認
定
者
は
９
２
９
６
人

（
17
・７
％
）で
す
が
、平
成
29
年
10

月
に
は
65
歳
以
上
の
人
口
は
５
万

４
８
２
４
人
で
、そ
の
う
ち
要
介

護
・
要
支
援
認
定
者
は
１
万
６
７

７
人（
19
・
５
％
）に
な
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
３
年
ご
と
に
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
の
介
護
保
険
料
を
改

正
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、介
護
保
険
課
資
格
保
険
料
係（
３
３
５
・
４
０
２
１
）へ
。

　

介
護
保
険
給
付
費
は
、要
介
護
・

要
支
援
者
の
増
加
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
の
生
活
を
継
続
す
る
た

め
、従
来
か
ら
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
整
備
、認
知
症
高
齢
者
の
た
め

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設
置
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
拡
充
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
の

３
年
間
で
約
４
４
３
億
円
と
な

り
、平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
と

比
較
し
て
62
億
円
の
増
額
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
介
護
保
険
給
付
費
の
財
源

は
、左
の
図
の
と
お
り
約
１
０
３

億
円
が
65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料

と
な
り
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上

の
方
）介
護
保
険
料
の
改
正

　

第
１
号
被
保
険
者
の
方
が
負
担

す
る
介
護
保
険
料
は
、給
付
費
等

準
備
基
金
を
活
用
す
る
な
ど
抑
制

に
努
め
、左
の
表
の
と
お
り
、全
体

の
基
準
と
な
る
年
額
保
険
料（
第

５
段
階
）は
、６
万
２
７
０
０
円

（
月
額
保
険
料
５
２
２
５
円
）と
な

り
ま
し
た
。ま
た
、介
護
保
険
法
の

改
正
に
伴
う
見
直
し
に
合
わ
せ
、

所
得
に
応
じ
た
負
担
と
な
る
よ
う

に
、保
険
料
段
階
の
区
分
を
14
段

階
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
27
年
度
は
、国
の
事

業
に
よ
っ
て
第
１
段
階
の
保
険
料

が
軽
減
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、詳

細
に
つ
い
て
は
改
め
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

普
通
徴
収
の

納
期
の
見
直
し

　

納
付
者
の
１
期
当
た
り
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、普
通
徴
収
の

納
期
を
６
回
か
ら
９
回
に
変
更
し

ま
す
。介

護
保
険
料
の
減
免

　

特
に
生
活
が
困
窮
し
、保
険
料

の
全
額
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難

な
方
に
は
、介
護
保
険
料
を
減
額

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、災

害
な
ど
の
特
別
な
事
情
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
と
き
は
、介
護
保
険

料
納
付
の
猶
予
や
減
額
、免
除
を

受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

方
を
除
く

▽
募
集
人
数　

１
人

▽
申
込
み 

５
月
15
日（
金
）ま
で

（
必
着
）に
、応
募
の
動
機
を
４
０

０
字
程
度
に
ま
と
め
て
、住
所
、氏

名
、年
齢
、職
業
、電
話
番
号
を
記

入
し
て
、保
健
セ
ン

タ
ー（
〒
183

－

0055
府
中

町
２
の
25
）へ
／
持
参
可
／
応
募

書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
／
選
考
結

果
は
６
月
上
旬
に
通
知

▽
問
合
せ 

保
健
セ
ン
タ
ー

成
人
保
健
係

（
３
６
８・６
５
１
１
）

を
８
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
て
、

住
所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、電
話
番

号
を
記
入
し
て
、〒
183

－

8703
生
活

環
境
部
地
域
安
全
対
策
課
へ
／
持

参
可
／
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ

ん
／
選
考
結
果
は
５
月
下
旬
ま
で

に
通
知

▽
問
合
せ 

地
域
安
全
対
策
課
施

設
管
理
係（
３
３
５
・
４
０
６
９
）

無
利
子
で
貸
付

荒
奨
学
資
金
貸
付
金

を
受
付

■
海
外
留
学

▽
対
象 

日
本
の
高
校
、短
大
、大

学
、高
専
、特
別
支
援
学
校
の
高
等

部
、専
修
学
校
を
卒
業
、ま
た
は
在

学（
専
修
学
校
は
卒
業
者
の
み
）

し
、平
成
28
年
３
月
ま
で
に
海
外

留
学
す
る
方
で
、保
護
者
が
市
内

に
６
か
月
以
上（
本
人
が
独
立
生

計
の
場
合
は
、３
年
以
上
）居
住

し
、市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

▽
貸
付
額 

１
５
０
万
円
以
内

▽
返
済 

卒
業
後
６
か
月
据
え
置

き
で
10
年
以
内
／
無
利
子
／
連
帯

保
証
人
が
必
要

■
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

▽
対
象 

日
本
の
中
学
、高
校
、短

大
、大
学
、高
専
、特
別
支
援
学
校

の
高
等
部
、専
修
学
校
に
在
学
し
、

平
成
28
年
３
月
ま
で
に
海
外
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
す
る
方
で
、保
護
者

が
市
内
に
６
か
月
以
上
居
住
し
、

市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

▽
貸
付
額 

50
万
円
以
内

▽
返
済 

帰
国
後
６
か
月
据
え
置

き
で
３
年
以
内
／
無
利
子
／
連
帯

保
証
人
が
必
要

◆　

共
通
事
項　

◆

▽
募
集
要
項　

６
月
15
日（
月
）ま

で
、市
役
所
８
階
総
務
課
で
配
布

▽
申
込
み 

５
月
15
日（
金
）か
ら

６
月
15
日（
月
）（
土
・
日
曜
日
を
除

く
）に
、必
要
書
類
を
総
務
課
へ
／

郵
送
不
可
／
選
考

▽
問
合
せ 

総
務
課
学
校

庶
務
係（
３

３
５
・
４
４

２
８
）

早
期
発
見
が
大
切
で
す

子
宮
が
ん
検
診

▽
期
間 

７
月
１
日（
水
）か
ら
９

月
30
日（
水
）

▽
時
間 

各
協
力
医
療
機
関
の
診

療
時
間
内

▽
会
場 

各
協
力
医
療
機
関

▽
対
象 

平
成
８
年
３
月
31
日
以

前
生
ま
れ
の
女
性
市
民

※
平
成
26
年
度
に
市
の
子
宮
が
ん

検
診
を
受
診
し
た
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

※
平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
に

は
、６
月
頃
に「
子
宮
け
い
が
ん
検

診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」を
送
付
し

ま
す
の
で
、申
込
み
不
要
で
す
。

※
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月

31
日（
木
）に
23
・
25
・
27
・
29
・
31
・

33
・
35
・
40
歳
に
な
る
方
に
は
、６

月
頃
に「
子
宮
が
ん
検
診
受
診
券

（
Ａ
券
）」を
送
付
し
ま
す
の
で
、申

込
み
不
要
で
す
。

▽
定
員 

２
０
０
０
人（
抽
せ
ん
）

▽
費
用 

無
料

▽
内
容 

問
診
、視
診
、内
診
、子

宮
け
い
部
細
胞
診
、子
宮
体
部
細

胞
診（
必
要
な
方
の
み
）

▽
申
込
み 

５
月
15
日（
金
）ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）に
、往
復
は
が

き（
１
人
１
枚
）に
住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、生
年
月
日
、電
話
番
号
、

返
信
用
宛
名
を
記
入
し
て
、保
健

セ
ン

タ
ー「
子
宮
が
ん
検
診
」係（
〒
183

－

0055
府
中
町
２
の
25
）へ

▽
問
合
せ 

保
健
セ
ン

タ
ー

成
人
保
健
係

（
３
６
８
・
６
５
１
１
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

私
立
幼
稚
園
等

入
園
料
補
助
金

　

市
で
は
、新
た
に
私
立
幼
稚
園
、

ま
た
は
都
の
認
可
す
る
幼
稚
園
類

似
施
設
に
入
園
す
る
園
児
の
保
護

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、入

園
料
を
補
助
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、保
育
支
援
課
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー（
０
５
７
０
・
０
０
・

０
４
１
９
）へ
。

▽
対
象 

市
に
住
民
票
が
あ
り
、

４
月
以
降
に
私
立
幼
稚
園（
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
へ
移
行

す
る
施
設
を
除
く
）、ま
た
は
都
の

認
可
す
る
幼
稚
園
類
似
施
設
に
入

園
す
る
園
児
の
保
護
者

▽
補
助
額 

１
０
０
０
０
円

▽
申
込
み 

決
め
ら
れ
た
用
紙

（
市
役
所
５
階
保
育
支
援
課
、各
私

立
幼
稚
園
、都
の
認
可
す
る
幼
稚

園
類
似
施
設
に
用
意
）で
、各
私
立

幼
稚
園
、ま
た
は
都
の
認
可
す
る

幼
稚
園
類
似
施
設
へ

府中市公式ツイッターのアカウントは「東京都府中市」、ユーザー名は「＠fuchu_tokyo」

で
配
布

▽
申
込
み 

５
月
15
日（
金
）ま
で

の
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時（
土・

日
曜
日
を
除
く
）に
、児
童
青
少
年

課
へ

▽
問
合
せ 

児
童
青
少
年
課
放
課

後
児
童
係（
３
３
５
・
４
３
０
０
）
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佐久穂町産業振興課
春の行楽は信州・佐久穂町へ！春の行楽は信州・佐久穂町へ！

　北八ヶ岳東麓に広がる八千穂高原
には約200ヘクタールの敷地に50
万本のシラカバが林立しており、そ
の光景は日本一美しいと言われてい
ます。
　５月に入るとシラカバの芽吹きが
始まり、中旬からはヤマツツジ、トウ

　本市と佐久穂町は、姉妹都市の盟約を結んでいます。
　今号は、自然豊かな八千穂高原の楽しみ方のひとつを紹介します。
　問合せは、市民活動支援課都市交流担当（３３５・４１３１）へ。 佐久穂町バスハイク

▽日程 ６月４日（木）・５日（金）
／１泊２日
▽集合時間・場所　午前８時15分
に観光情報セン

ター

▽対象 平成12年４月１日以前
生まれの市民
▽定員 40人（抽せん）
▽費用 14000円（宿泊費、食事
代、保険料ほか）
▽内容 白駒池ハイキング、姉妹
都市長野県佐久穂町の見学ほか

▽宿泊 市民保養所「やちほ」
▽主催 府中友好都市交流協会
▽申込み ５月８日（金）まで（必
着）に、往復はがきに参加希望者
（２人まで）の住所、氏名（ふりが
な）、年齢、電話番号、返信用宛名を
記入して、府中友好都市交流協会
事務局「バスハイク」係（〒183－
8703市民協働推進本部市民活動
支援課内）へ
▽問合せ 府中友好都市交流協会
事務局（３３５・４１３１＝市民活
動支援課内）

ゴクミツバツツジ、レンゲツツジと
いった色とりどりのツツジが至る所
で咲き誇り、高原を赤やオレンジな
ど華やかに飾ります。そして、市民保
養所やちほの近くにある八千穂高原
自然園では、６月頃になるとクリン
ソウやベニバナイチヤクソウなどが

次々に見頃を迎え、初夏か
ら秋にかけて様々な山野草
の愛らしい姿を見ることが
できます。
　また、園内には四季折々
の景色を映し出す遊亀湖が
あり、野鳥のさえずりとと
もに心を和ませてくれま
す。園内を案内する高原ガ
イド（有料、要予約）は、季節

ごとの山野草やそれぞれのコースの
見所を親切丁寧にご説明します。
　八千穂高原では、新緑に包まれる
春のハイキングやお手軽なトレッキ
ングを楽しめます。ぜひ、信州・佐久

穂町にお出掛け
ください。

▲

ト
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

姉妹都市長野県佐久穂町だより

■テレビ広報「まるごと府中」４月
21日～30日放映分
▽日時　毎日の午前９時、正午、午
後８時（15分番組）
▽番組　Ｊ：ＣＯＭチャンネル
（11チャンネル）
▽内容　広報ふちゅうダイジェス
ト、防災ひとくちメモ、市民桜まつ

　市では、ケーブルテレビを活用した行政広報番組、テレビ広報「まるごと
府中」を毎日放映しています。番組では、市の施策、各種
制度の紹介、催し物情報などをお伝えします。
　なお、現在放映中の番組や過去に放映した番組をイ
ンターネット（YouTube）でも公開しています。
　問合せは、広報課広報担当（３３５・４０１９）へ。

りの模様、ふちゅこまが市民の皆
さんの前に初登場ほか
※Ｊ：ＣＯＭチャンネルの番組編
成の都合により、放映時間が変更
になる場合があります。
※内容は毎月１日・11日・21日に
更新します。
※一部手話通訳があります。

テレビ広報テレビ広報 「まるごと府中」「まるごと府中」放映中！放映中！

住
宅
の
耐
震
化
を
支
援
し
ま
す

木
造
住
宅
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
・

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
等
助
成
金

　

大
規
模
な
地
震
の
発
生
へ
の
備
え
と
し
て
、自
宅
の
耐
震
性
を
確
保

す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。

　

市
で
は
、市
内
の
木
造
住
宅
に
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
す
る
と

と
も
に
、木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
調
査
と
、こ
の
調
査
に
基
づ
く
耐
震
改

修
・
耐
震
建
替
え
・
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、建
築
指
導
課
住
宅
耐
震
化
推
進
係（
３
３
５
・
４
１
７
３
）

へ
。耐

震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣

▽
費
用 

無
料

▽
内
容 

耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
建
築
士
）が
訪
問
し
て
簡
易
的
な

耐
震
診
断
を
行
う
と
と
も
に
、必

要
に
応
じ
て
一
般
的
な
耐
震
改
修

工
法
・
改
修
事
例
の
情
報
提
供
や

耐
震
相
談
を
行
い
、住
宅
の
耐
震

化
に
関
す
る
総
合
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
実
施

各
種
助
成
制
度

■
耐
震
診
断
調
査

▽
対
象 

市
内
に
事
務
所
が
あ

り
、原
則
と
し
て
、東
京
都
建
築
士

事
務
所
協
会
に
所
属
す
る
建
築
士

が
行
う
耐
震
診
断
調
査

▽
助
成
額 

調
査
費
用
の
３
分
の

２（
限
度
額
12
万
円
）

■
耐
震
改
修

▽
対
象 

耐
震
診
断
調
査
で
上
部

構
造
評
点
が
１・
０
未
満
と
な
り
、

改
修
の
必
要
が
あ
る
と
診
断
さ
れ

た
住
宅
の
耐
震
改
修
で
、市
内
に

事
業
所
が
あ
り
、建
築
工
事
業
の

許
可
を
も
ち
、耐
震
補
強
の
講
習

を
受
講
し
た
建
設
業
者
が
行
う
、

上
部
構
造
評
点
を
１・
０
以
上
と

す
る
改
修

▽
助
成
額 

改
修
費
用
の
２
分
の

１（
限
度
額
80
万
円
）

■
耐
震
建
替
え

▽
対
象 

耐
震
診
断
調
査
で
上
部

構
造
評
点
が
０
・
３
以
下
と
診
断

さ
れ
た
住
宅
の
建
替
え
で
、建
築

工
事
業
の
許
可
を
も
つ
建
設
業
者

が
行
う
工
事

▽
助
成
額 

50
万
円

■
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
の
設
置

▽
対
象　

耐
震
診
断
調
査
で
上
部

構
造
評
点
が
１・
０
未
満
と
な
り
、

改
修
の
必
要
が
あ
る
と
診
断
さ
れ

た
住
宅
へ
の
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
な

ど
の
設
置
で
、世
帯
の
状
況
が
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

寄　

付
（
敬
称
略
）

■
福
祉
基
金
へ　

▽
し
ら
い
と
子

ど
も
会　

三
万
二
四
五
一
円

○
65
歳
以
上
の
方
の
み
で
構
成
さ

れ
た
世
帯

○
身
体
障
害
者
手
帳
１・
２
級
、愛

の
手
帳
１・
２
度
、精
神
障
害
者
手

帳
１
級
を
お
持
ち
の
方
が
い
る
世

帯▽
助
成
額　

設
置
費
用
の
４
分
の

３（
限
度
額
30
万
円
）

◆　

共
通
項
目　

◆

▽
対
象
建
築
物　

昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
市
内
の

一
戸
建
て
の
木
造
住
宅
で
、現
に

所
有
者
本
人（
居
住
者
本
人
が
居

住
し
て
い
な
い
場
合
は
、配
偶
者
、

ま
た
は
２
親
等
以
内
の
親
族
の
い

ず
れ
か
）が
居
住
し
て
い
る
住
宅

※
い
ず
れ
も
原
則
と
し
て
予
算
の

範
囲
内
で
助
成
し
ま
す
。

市
と
の
関
連
を
装
っ
た
耐
震

診
断
・
改
修
業
者
に
ご
注
意
を

　

電
話
や
自
宅
へ
の
訪
問
で
、市

役
所
か
ら
依
頼
さ
れ
た
な
ど
と
偽

り
、市
や
国
・
都
と
関
連
が
あ
る
よ

う
な
紛
ら
わ
し
い
営
業
活
動
で
耐

震
診
断
な
ど
の
勧
誘
を
行
う
業
者

が
い
ま
す
。市
な
ど
と
は
一
切
関

係
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
つ
く
る
、み
ん
な
の
福
祉

福
祉
計
画
を
策
定

　

市
で
は
、「
み
ん
な
で
つ
く
る
、

み
ん
な
の
福
祉
〜
人
と
人
と
が
支

え
合
い
幸
せ
を
感
じ
る
ま
ち
を
目

指
し
て
」を
基
本
理
念
と
し
て
福

祉
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、皆
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
踏

ま
え
て
、平
成
27
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
、新

た
な
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

こ
の
計
画
と
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
は
、４
月
27
日（
月
）

か
ら
市
役
所
１
階
地
域
福
祉
推
進

課
、３
階
市
政
情
報
公
開
室
、中
央

図
書
館
、各
文
化
セ
ン
タ
ー
、市
政

情
報
セ
ン
タ
ー
、市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、地
域
福
祉
推
進
課

社
会
福
祉
係（
３
３
５
・
４
１
８

２
）へ
。

■
主
な
内
容

○
地
域
福
祉
の
推
進

○
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

○
高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進

○
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
実
施

○
障
害
者
福
祉
の
推
進

■
計
画
書
の
販
売

▽
販
売
す
る
計
画
書　

地
域
福
祉

計
画
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

計
画
、高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
、障
害
者
計
画
・

障
害
福
祉
計
画

▽
販
売
場
所　

市
役
所
１
階
市
民

相
談
室
、市
政
情
報
セ
ン
タ
ー

▽
販
売
価
格　

各
５
０
０
円（
Ａ

４
版
）

■
概
要
版
の
無
料
配
布

○
配
布
場
所　

市
役
所
１
階
地
域

福
祉
推
進
課
、保
健
セ
ン

タ
ー

、各
文
化

セ
ン

タ
ー

、市
政
情
報
セ
ン

タ
ー

お
知
ら
せ
し
ま
す

児
童
扶
養
手
当
額
の

変
更

委
員
を
委
嘱

建
築
審
査
会

　

４
月
分
か
ら
次
の
と
お
り
児
童

扶
養
手
当
の
手
当
額
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

　

問
合
せ
は
、子
育
て
支
援
課

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
０
５
７
０
・
０

８
・
８
１
０
５
）へ
。

▽
手
当
額

○
全
部
支
給　

月
額
４
２
０
０
０

円○
一
部
支
給　

月
額
９
９
１
０
円

〜
４
１
９
９
０
円

※
２・
３
人
目
以
降
の
加
算
額
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

４
月
１
日
付
け
で
、次
の
方
々

が
建
築
審
査
会
委
員
を
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。任
期
は
２
年
で
す
。

　

問
合
せ
は
、建
築
指
導
課
管
理

係（
３
３
５・４
４
７
８
）へ
。

（
50
音
順
・
敬
称
略
）

■
建
築
審
査
会
委
員

※
◎
は
会
長
、○
は
会
長
代
理
で
す
。

▽
加
藤
仁
美（
川
崎
市
）

▽
上
林
典
子（
中
野
区
）

◎
佐
藤
淳
一（
狛
江
市
）

○
古
川
公
毅（
武
蔵
野
市
）

▽
吉
川　

徹（
国
立
市
）
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○各事業の申込み（先着順）で、時間の記載のないものは、
午前８時半から受け付けます

○掲載内容は、当事者間で責任をお持ちください
○はがきなどでの申込みは、住所・氏名・電話番号などを記入してください

■腰痛・肩こりについての市民講座
　５月９日（土）午後１時半～３時　
スクエア21・女性セン

ター／先着40人／無
料／講師は谷　諭氏（府中恵仁会病
院医師）／主催は健康について考え
る会／当日直接会場へ／問合せは同
会事務局・斉藤宛（365・1211）へ
■ＴＡＭＡ介護福祉フェア　５月７
日（木）から９日（土）午前10時～午
後４時　大東京綜合卸売セン

ター／内容は
認知症ケア・市民後見・介護用品・福
祉用具・福祉機器の無料相談、ノル
ディック・ウォークの実演講習、講演
会ほか／問合せは同フェア実行委員
会事務局・田口宛（367・0600）へ
■オペラ・ガラコンサート　５月２
日（土）午後２時　府中の森芸術劇
場／入場料4000円、４歳～小学生
2000円（全席自由）／出演はソプラ
ノ…砂川涼子、沢崎恵美、テノール
…望月哲也・中鉢　聡ほか、構成・演
出…小澤慎吾／３歳以下の乳幼児

の入場不可／問合せは府中シティ・
ミュージック・ソサエティ（364・71
45）へ
■高齢の方向けの社交ダンス講習会
　４月24日（金）午後１時半～３時
半　中央文化セン

ター／対象は初心者／
先着10人／無料／内容は社交ダン
スを通した健康づくり・認知症予防
／講師は日本アマチュアダンス協
会多摩社交ダンス指導員／主催は
スマイル／申込み・問合せは佐伯宛
（080・6738・8181）へ
■「府中・中央俳句会」会員募集　活
動は第４土曜日の午前９時15分～
正午　中央文化セン

ター／費用１回1000
円／内容は句会・吟行／講師は常松
ひろし氏（俳人協会会員）／申込み・
問合せは小塚宅（324・6830）へ
■「英会話コスモス」会員募集　活動
は第１・２・４木曜日の午前10時～
正午　生涯学習セン

ター／対象は初級知識
のある方／費用月額3500円／内容
は実践的な英会話／講師は西方かし
い氏（獨協大学非常勤講師）／申込
み・問合せは増田宅（362・2849）へ

■「牛の会」会員募集　活動は第３土
曜日の午前９時半～午後３時半　市
内及び近隣市の屋外／費用年額
5000円／内容は絵画の制作／講師
は堀　万里氏（洋画家）／申込み・問
合せは斉藤宅（361・5807）へ、午前
10時～正午に
■「すくすくの会」会員募集　活動は
水曜日の午前10時～11時、11時～
正午（各月３回）　生涯学習セン

ター／対象
は未就園児と保護者／費用月額
3000円／内容は親子リトミック／
講師は榎本久美子氏（リトミック講
師）／申込み・問合せは新保宛（090・
5399・9530）へ
■「歌おう・けやきの会」会員募集　
活動は木曜日の午前10時～正午（月
２回）　片町文化セン

ター／費用入会金
1000円、月額2500円／内容は童謡、
愛唱歌／講師は斉藤ミエ子氏（日本
歌曲振興会東京支部長）／申込み・問
合せは小田宅（367・6210）へ
■「たけの会」会員募集　活動は木曜
日の午後１時～４時（月３回）　片町
文化セン

ター／費用月額1000円／内容は
民謡のけいこ／講師は髙橋昭子氏
（藤本流師範）／申込み・問合せは宮
嶋宅（366・8344）へ

■東京農工大学公開講座「ゴルフ～
スイングの基礎を学ぶ」　５月24日
から６月21日の毎週日曜日　午前
10時～正午（全５回）　同大学府中
キャンパス／対象は初級者／定員８
人（抽せん）／費用8000円／内容は
理論講習と実技指導／申込みは５月
11日（月）までに、電話で同大学小金
井地区総務室へ／問合せも同室
（388・7003）へ
■東京農工大学公開講座「健康ス
ポーツ講座・テニス基礎編」　５月
16日・23日、６月６日・13日（土）　
午前10時～正午（全４回）　同大学
小金井キャンパス（小金井市中町）
／先着20人／費用6400円（講習
料）／内容は基礎技術習得と試合形
式のゲーム／申込み・問合せは同大
学小金井地区総務室（388・7003）
へ
■国民年金保険料３月分の納期限及
び口座振替日　４月30日（木）／納
付場所は郵便局、金融機関、またはコ
ンビニエンスストア／問合せは府中
年金事務所（361・1011）へ

ごみの情報紙「府中のごみ」
の広告主募集

▽配布時期　９月、平成28年２月
▽発行部数　約126000部（全戸配布）
▽広告の規格　１枠当たり縦5.5セン
チメー
トル×横９センチメー

トル／カラー
▽募集枠数　１紙につき４枠（合計８
枠）
▽広告料 １枠50000円（税込み）／デ
ザイン・版の製作にかかる費用は広告
主の負担
▽申込み ５月22日（金）まで（必着）
に、決められた用紙（市役所６階ごみ減
量推進課に用意）、広告の内容がわかる
ものを、〒183－8703生活環境部ごみ
減量推進課へ／持参可
※決められた用紙は、市のホームペー
ジからダウンロードできます。
▽問合せ ごみ減量推進課３R推進係
（３３５・４４３７）

府中環境まつり
フリーマーケット出店者募集
▽日時 ６月６日（土）午前10時～午
後３時／雨天の場合は７日（日）
▽会場 府中公園
▽対象 営利を目的としない市民／未
成年のみの出店不可
▽出店数 100店（抽せん）
▽出店料 1000円

▽出店品 家庭で不用になった生活
用品
※駐車場はありません。
▽申込み ５月７日（木）まで（必着）
に、往復はがき（１グループ・１世帯
１枚）に代表者の住所、氏名、電話番
号、搬入方法（徒歩・自転車・車）、返信
用宛名を記入して、リサちゃん
ショップけやき（〒183－0056寿町
１の１）へ
▽問合せ リサちゃんショップけや
き（３６０・３７５１）

わが街自慢写真コンクール
作品募集
　市内の好きな場所や心に残る風景
など、市を自慢する写真を募集します。
▽対象 写真撮影を職業としていな
い方
▽作品の規格　平成26年１月１日
以降に市内で撮影した、カラープリ
ント六ツ切判（ワイド六ツ切判を含
む）、またはＡ４判で、未発表の作品
／１人５点まで
▽申込み 平成28年３月11日（金）
まで（必着）に、作品の裏に決められ
た用紙（市役所４階経済観光課、観光
情報セン

ター、市政情報セン
ター、各文化セン

ターほかに
用意）を貼って、〒183－8703生活
環境部経済観光課へ／持参可／結果
は平成28年４月に通知
※用紙は、府中観光協会のホーム
ページ（http://www.kankou-
fuchu.com/）からダウンロードで
きます。

※優秀者には、賞金と賞品を差しあ
げます。また、応募作品は、後日作品
展で展示します。
※作品の使用権は府中観光協会に帰
属し、応募作品は返却しません。
▽問合せ 経済観光課観光係（３３
５・４０９５）、または観光情報セン

ター（３
０２・２０００）

市民ボランティア環境調査
「多摩川に咲く花の観察会」
▽日時 ５月９日（土）午前９時半～
正午／雨天の場合は10日（日）
▽集合場所　中河原駅改札前
▽対象 市民、市内在勤・在学の方／
小学３年生以下は保護者同伴
▽定員 先着25人
▽費用 無料
▽講師 星野義延氏（東京農工大学
准教授）
※ルーペ、筆記用具、帽子、タオル、飲
み物を持参してください。
▽申込み 電話、またはＦＡＸで府
中かんきょう市民の会・野口宛（３６
４・０６２３＝ＦＡＸ同番）へ
▽問合せ 環境政策課環境改善係
（３３５・４１９６）

農業プチ講座
切花と枝豆栽培コース

　市内の農家の方から指導を受け、
切花や枝豆の栽培をしませんか。花
は、ケイトウやヒマワリを栽培する
予定です。
▽日程 ５月23日から９月の土曜
日の午前中（全５回程度）
▽場所 矢崎町３の10の農地

▽対象 小・中学生の市民と保護者
▽定員 20組（抽せん）
▽費用 無料
▽講師 マインズ農協芝間実行組合員
▽申込み ４月30日（木）まで（必着）
に、往復はがきに参加希望者全員の住
所・氏名・年齢・電話番号、返信用宛名を
記入して、〒183－8703生活環境部経
済観光課「農業プチ講座」係へ
▽問合せ 経済観光課農政係（３３５・
４１４３）

観光ガイドツアー
「古戦場跡を辿る太平記」

▽日時 ５月29日（金）午前９時～正
午／荒天中止
▽集合場所　中河原駅前ロータリー
▽定員 20人（抽せん）
▽費用 200円（保険料、資料代）
▽行程 横溝八郎の墓～無名戦死の墓
～観音寺（相沢五流・伴主の墓）～安保
入道の塚～天守台～いろは坂～聖蹟
桜ヶ丘駅（約５キロメー

トル）
▽申込み ５月１日（金）まで（必着）に、
往復はがき（１人１枚）に住所、氏名（ふ
りがな）、年齢、性別、携帯電話番号、返信
用宛名を記入して、〒183－8703生活
環境部経済観光課「太平記ツアー」係へ
▽問合せ 経済観光課観光係（３３５・
４０９５）

大國魂神社みこし展示

▽日時 ４月29日（祝）から５月２日
（土）午前10時～午後８時
▽場所 フォーリス
▽内容 くらやみ祭で実際に担がれる
五之宮と六之宮の展示
▽問合せ 経済観光課観光係（３３５・
４０９５）、または観光情報セン

ター（３０２・
２０００）
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○各事業の申込み（先着順）で、時間の記載のないものは、
午前８時半から受け付けます

■キスゲフェスティバル
▽日時 ５月２日（土）・３日（祝）・
９日（土）・10日（日）午前10時～午
後４時／雨天中止
▽内容 浅間山に咲く花や野鳥の
写真の展示、希望者への園内案内
ほか
■植物観察会
▽日時 ５月９日（土）午前10時
～正午／雨天の場合は10日（日）
▽定員 先着50人
▽内容 ムサシノキスゲ、キンラ
ン、ギンランなどの山野草を観賞
▽申込み 府中の森公園サービス
セン
ター（３６４・８０２１）へ

◆　共通項目　◆
▽会場 浅間山山頂あずまや
▽主催 浅間山を考える会
▽問合せ 環境政策課自然保護係
（３３５・４３１５）、または府中の森
公園サービスセン

ター（３６４・８０２１）

子 育 て ひ ろ ば
ポ ッ プ コ ー ン ０歳 １歳 ２・３歳

新 町 文 化 セン
ター 25日（月） － 11日（月）

郷土の森総合体育館 12日（火） 19日（火） 26日（火）
是 政 文 化 セン

ター 27日（水） 13日（水） 20日（水）

四 谷 文 化 セン
ター 21日（木）７日・28日（木） 14日（木）

第九・白糸台学童クラブ８日・15日・22日・29日（金）
ポップコーン・パパ ０～３歳
東・西・北山・小柳・
本町・三本木保育所 17日（日）

園 庭 開 放 ０～３歳
南・本町保育所 毎週月曜日・水曜日
北山・西府・美好保育所 毎週月曜日・木曜日
東・西・住吉・朝日・小
柳・四谷・八幡保育所 毎週火曜日・金曜日

北・中央・三本木保育所 毎週水曜日・木曜日

浅間山へ行こう！浅間山へ行こう！

米作り体験
「田んぼの学校」

▽日時 ５月31日、７月５日、９月27
日、10月11日（日）午前９時～正午、11月
８日（日）午前９時～午後２時（全５回）
▽場所 東京農工大学本町農場（本町
３の７）ほか
▽対象 小学生以上の方／小学３年生
以下は保護者同伴
▽定員 40人（抽せん）
▽費用 1000円（材料費ほか）
▽内容 田植え、生き物観察、稲刈り、
脱穀、収穫祭ほか
▽申込み ５月９日（土）まで（必着）に、
往復はがきに住所、氏名（ふりがな）、年
齢（学校名・学年）、電話番号、返信用宛
名を記入して、府中かんきょう市民の
会・五十嵐四郎宛（〒183－0035四谷
１の44の３）へ
▽問合せ 環境政策課環境改善係（３
３５・４１９６）

５月の子育てひろば
ポップコーン

▽会場・開催日・対象年齢　下の表のと
おり
▽時間 午前10時～11時半／ポップ
コーン・パパは午前10時～正午／園庭
開放は午前９時半～11時（南保育所は
午前10時～11時半）
▽費用 無料
▽問合せ 保育支援課支援計画係（３
３５・４３４１）

健康講座
「働く人のための心臓病講座」
▽日時 ５月30日（土）午前10時～正午
▽会場 保健セン

ター

▽対象 市民、市内在勤の方
▽定員 先着70人
▽費用 無料
▽内容 ①「暮らしで防ごう高血圧」、
②「胸痛や息切れを感じたら～正しく
知ろう狭心症と心筋梗塞」

▽講師 ①関　敦氏・②鈴木　誠氏
（榊原記念病院医師）
▽申込み 電話で保健セン

ターへ
※託児を希望する方は申込み時にご
相談ください。
▽問合せ 保健セン

ター成人保健係（３６
８・６５１１）

公共施設予約システムの
休止のお知らせ

　４月22日（水）午後10時から23日
（木）午前９時は、定期保守点検のた
め、公共施設予約システムを休止しま
す。この間、インターネット、携帯電
話、施設予約入金機、各施設窓口での
施設の予約や照会などはできません。
　問合せは、情報システム課ＩＴ推
進担当（３３５・４０５７）へ。

文化センター
５月の休館日

○各文化セン
ター　３日（祝）から５日（祝）

○西府・新町・是政文化セン
ター　18日（月）

▽問合せ 市民活動支援課地域コ
ミュニティ係（３３５・４１３７）

体育館５月の休館日

○郷土の森総合体育館　１日（金）・
７日（木）・22日（金）
○押立・栄町・四谷体育館　１日
（金）・12日（火）・13日（水）・25日（月）
○白糸台・本宿体育館　７日（木）・
19日（火）・20日（水）・29日（金）
▽問合せ 郷土の森総合体育館（３
６３・８１１１）、各地域体育館は生
涯学習スポーツ課施設係（３３５・４
４８８）

ご利用ください
臨時納税窓口

▽日時 ４月26日（日）午前９時～
午後５時
▽場所 市政情報セン

ター

▽内容 市税・国民健康保険税・介護
保険料・保育料の納付
※軽自動車税と固定資産税・都市計
画税は５月に、市（都）民税は６月に、
国民健康保険税と介護保険料は７月
に、納税（入）通知書を発送する予定
です。
▽問合せ 納税課管理係（３３５・４
４４８）、介護保険課資格保険料係
（３３５・４０２１）、保育支援課認定
給付係（３３５・４１７２）、当日は市
政情報セン

ター（３３６・１８１８）

自動交付機
一時休止のお知らせ

　４月30日（木）は、定期保守点検の
ため、市役所（午前10時～正午）と市

政情報センター（午後２時～４時）に
設置している自動交付機（住民票の
写し・印鑑登録証明書・税証明書・戸
籍証明書の発行）を一時休止します。
　問合せは、総合窓口課窓口第１係
（３３５・４３３３）へ。

郷土の森総合体育館
初心者なぎなた教室

▽日時 ５月９日から６月27日の毎
週土曜日　午前10時～正午（全８回）
▽対象 小学１年生以上の市民
▽費用 毎回の体育館使用料大人
150円、子ども70円
▽定員 先着15人
▽申込み・問合せ　郷土の森総合体
育館（３６３・８１１１）へ

少年サッカー大会
参加チーム募集

▽日程 ６月６日から７月20日の
毎週土・日曜日、祝日
▽会場 調布基地跡地暫定少年サッ
カー場ほか
▽対象 スポーツ傷害保険に加入
し、市内で活動している小学生の
チーム
▽費用 無料
▽種別 学年別予選リーグ戦（全６
部）
※５月20日（水）午後７時から、教育
セン
ターで監督会議を行います。
▽申込み ５月８日（金）までに、決
められた用紙（府中駅北第２庁舎４
階生涯学習スポーツ課に用意）で、生
涯学習スポーツ課へ
▽問合せ 生涯学習スポーツ課ス
ポーツ推進係（３３５・４４９９）

壮年ソフトボール大会

▽日時 ５月31日（日）午前８時／
雨天の場合は６月７日（日）
▽会場 是政ソフトボール場
▽対象 40歳以上の市民、市内在勤
の方で編成したチーム（監督１人、選

手10人以上）
▽費用 無料
※５月20日（水）午後６時半から、市民
陸上競技場で監督会議を行います。
▽申込み ５月８日（金）までに、決め
られた用紙（府中駅北第２庁舎４階生
涯学習スポーツ課に用意）で、生涯学習
スポーツ課へ
▽問合せ 生涯学習スポーツ課スポー
ツ推進係（３３５・４４９９）

しょうぶ湯へどうぞ

▽日時 ５月５日（祝）午後４時～11時
▽場所 藤の湯（朝日町２の28／３６
１・４４２２）、松の湯（新町３の６／３
６５・０２０４）、桜湯（宮町１の23／
３６１・２１７３）、旭湯（宮西町３の６
／３６１・９３６２）、曙湯（晴見町１の
11／３６１・５０６８）
▽対象 65歳以上、または小学生以下
の市民
▽費用 無料
▽協力 府中市浴場組合
▽申込み 当日直接各公衆浴場へ
※住所・年齢が確認できるもの（保険証、
運転免許証など）を持参してください。
※各浴場先着100人に、乳酸菌飲料を
差しあげます。
▽問合せ 高齢者支援課地域支援係
（３３５・４０１１）

■土地利用景観調整審査会
　４月24日（金）午後３時　市役所北
庁舎３階会議室／傍聴希望の方は前日
までに、計画課へ／問合せは同課地域
まちづくり担当（３３５・４４１２）へ
■子ども・子育て審議会
　４月28日（火）午後２時　市役所北
庁舎３階会議室／傍聴希望の方（先着
10人）は前日までに、子育て支援課へ
／問合せは同課推進係（３３５・４１９
２）へ
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○各事業の申込み（先着順）で、時間の記載のないものは、午前９時から受け付けます

　０５０・３４９１・９８４９

■NHK交響楽団団員によるクラシック
音楽講座／Ｆ
　５月11日から25日、６月８日から22
日の月曜日　午後２時～４時（全６回）
　講堂／先着70人／費用3000円
■便利なインターネット～Googleを
活用しよう（中級）／Ｆ
　５月18日（月）・20日（水）から22日
（金）午前９時半～午後零時半（全４回）
　パソコン学習室／先着10人／費用
3500円／内容は電子メールや電子地
図などの使用法／講師はシルバー人材
セン
ター登録講師
■なるほど楽しいExcel～基礎から
じっくり入門編／Ｆ
　５月18日（月）・20日（水）から22日
（金）午後１時半～４時半（全４回）　パ
ソコン学習室／先着10人／費用3500
円／内容は当番表や家計簿作成ほか／
講師はシルバー人材セン

ター登録講師
◆　上記３記事の共通項目　◆

　対象は平成12年４月１日以前生ま
れの市民／申込みは電話で当セン

ターへ
■映像による教養講座／Ｆ
　５月12日・19日・26日（火）午前10時
～正午　語学室／先着30人／無料／
内容はカラーセラピー学習ほか／当日
直接会場へ

◇　　　◇　　　◇
生涯学習センター５月の休館日

　７日（木）／当セン
ター図書館は20日（水）・

21（木）も休館

　３６８・７９２１
入場料　２００円（中学生以下１００円）

■森のお話会～紙芝居
　４月25日（土）午後２時45分　旧郵
便局取扱所脇／対象は５歳以上の方／
内容は「うなぎにきいて」「おたまたま
ごろう」ほか／語りは十べえお話の会
／当日直接会場へ
■折紙教室
　４月26日（日）午後１時～３時　ふ
るさと体験館／先着50人／当日直接
会場へ
■まつぼっくりのクマさんづくり
　４月29日（祝）午後１時～３時　ふ
るさと体験館／費用200円／材料が無
くなり次第終了／当日直接会場へ
■竹とんぼ教室
　５月３日（祝）午後１時～３時　ふる
さと体験館／先着10人／費用200円
／小学４年生以下は保護者同伴／申込
みは４月22日（水）から電話で当館へ
■ほうきづくり実演
　５月３日（祝）午前10時～正午、午後
１時～３時　ふるさと体験館／内容は
職人による伝統の技の実演／当日直接
会場へ
■刺子教室
　５月４日（祝）午前10時～午後３時
　ふるさと体験館／①初級・②中級各
先着10人、③上級先着５人／費用①

500円、②800円、
③1200円／内容
は①ティッシュ
ケース、②ラン
チョンマットほ
か、③手提げ袋／

小学３年生以下は保護者同伴／申込
みは４月22日（水）から電話で当館
へ
■はたおり教室～中級編
　５月５日（祝）午前10時～午後３
時　ふるさと体験館／先着５人／費
用1000円／内容ははたおり機を
使ったコースター作り／小学３年生
以下は保護者同伴／申込みは４月
22日（水）から電話で当館へ
■竹細工実演
　５月５日（祝）午前10時～正午、午
後１時～３時　ふるさと体験館／内
容は職人による伝統の技の実演／当
日直接会場へ
■ステンシル～ポストカードづくり
　５月５日（祝）午後１時～３時　ふ
るさと体験館／費用200円／材料が
無くなり次第終了／当日直接会場へ
■風車づくり
　５月６日（水）・31日（日）午後１時
～３時　ふるさと体験館／各先着
50人／費用200円／当日直接会場へ

◇　　　◇　　　◇
郷土の森博物館５月の休館日

　７日（木）・11 日・18 日（月）・19 日
（火）・25日（月）

　３３６・３３７１

■公開制作「タイポグラフィの実験
室」前期
　４月25日（土）から５月31日（日）午
前10時～午後５時　公開制作室／内
容は印刷や美術梱包などの廃材を使
い、立体文字を構成する／作家は西
舘朋央氏（アーティスト）／制作日時
は４月25日（土）・26日（日）、５月２日
（土）・３日（祝）午後１時～５時
■館長講演会「記憶を描く」
　４月29日（祝）午後１時～３時半
　講座室／対象は高校生以上の方／
無料／内容はスライドを使った美術
講座、美術館ボランティアとメン
バーシップ説明会／講師は当館館長
ほか／当日直接会場へ
■オープンプログラム「風車のお花
畑をつくろう！」
　５月２日（土）午後１時～４時（受
付は午後３時まで）　創作室／費用
100円（材料費）／内容は紙コップを
使った花の形の風車作り／講師は山
口健児氏（画家）／未就学児は保護者
同伴／当日直接会場へ

　３３５・６２１１
【チケットの申込み】

・チケットふちゅう（午前１０時～午後６時）

 ３３３・９９９９
・チケットぴあ（各チケット予約開始日の午前１０時から）

 ０５７０・０２・９９９９

■日本フィル夏休みコンサート
　７月22日（水）午後２時　どりー
むホール／入場料大人S席5200円、
A席4200円、B席3200円、子ども（４
歳～高校生）S席3200円、A席2500
円、B席1800円／曲目はチャイコフ
スキー…バレエ「くるみ割り人形」よ
り、ホルスト…組曲「惑星」より「木星
（ジュピター）」ほか／出演は園田隆
一郎（指揮）、江原陽子（声楽家）、ス
ターダンサーズ・バレエ団（バレエ）、

日本フィルハーモニー交響楽団（管
弦楽）／チケット予約開始は４月22
日（水）／発売は翌日／３歳以下の子
どもの入場不可

◇　　　◇　　　◇
府中の森芸術劇場５月の休館日
　18 日（月）・19 日（火）・25 日（月）・
26日（火）

　３６０・３３１１

■赤ちゃんマッサージ教室
　６月の毎週金曜日　午後１時10
分～２時10分・２時40分～３時40
分（各全４回）　託児室／対象は市
民、市内在勤・在学の方で、教室開始
時に生後６か月以下の乳児と母親／
定員各10組（抽せん）／費用3400円
（保険料・オイル代）／内容はオイル
を使ったベビーマッサージの実践／
講師は草間裕子氏（国際インファン
トマッサージ協会認定インストラク
ター）／セサミオイル（無臭）を使用
するため、ゴマアレルギーの方は事
前にご相談ください／申込みは５月
２日（土）まで（必着）に、往復はがき、
または電子メール（greenplaza@
msc.biglobe.ne.jp）（１組１回）に希
望時間、住所、親子の氏名（ふりが
な）、乳児の生年月日と教室開始時の
月齢、電話番号、返信用宛名を記入し
て、当館「赤ちゃんマッサージ教室」
係へ

◇　　　◇　　　◇
府中グリーンプラザ５月の休館日
　６日（水）

　３５４・８７００

■リフレッシュ保育７月分利用受付
　対象は１歳～就学前の幼児の保護
者で利用登録をしている方／１時間
ごとに先着８人／費用（１時間）市民
１人目800円・２人目400円・３人目
以降200円、市内に２親等以内の親
族がいる市外の方１人目1000円・２
人目500円・３人目以降300円／内
容は午前10時～午後５時で継続し
て４時間を限度に月８日まで一時預
かり／申込みは５月１日（金）（市外
の方は６月１日（月））から利用日の
２日前までに、決められた用紙（当セン

ター

総合受付に用意）で当セン
ター総合受付へ

／５月２日（土）（市外の方は６月２
日（火））以降は電話での予約可

◇　　　◇　　　◇
子ども家庭支援セン

ター「たっち」５月の休館日
　11日（月）

　３３５・４４０１

■日本語教授法研修会
　５月21日から７月９日の毎週木
曜日　午前10時半～午後零時半（全
８回）　府中駅北第２庁舎３階会議
室／対象は全回出席できる市民で、
研修会終了後に当サロンの日本語学
習会にボランティアとして参加でき
る方／先着30人／費用4000円（テ
キスト代2500円が別に必要）／内容
は初級日本語の指導方法ほか／講師
は柏崎雅世氏（元東京外国語大学教
授）／申込みは４月21日（火）午前９
時半から電話で、または直接当サロ
ンへ

　３６０・１３１２／ FAX３６８・６１２７

心身障害者福祉セン
ター「きずな」

■当事者相談
　①５月２日（土）・②７日（木）午後１
時～４時半／対象は①肢体障害のある
方と家族、②視覚障害のある方と家族
ほか／無料／申込みは当セン

ターへ
■装具・福祉機器・住宅改善相談
　①５月２日（土）午前９時～正午・②
21日（木）午後１時～４時／無料／内
容は理学療法士・作業療法士による相
談／申込みは①４月24日（金）・②５月
13日（水）までに、当セン

ターへ

　３３０・２０１０

■介護予防講座「知っておこう認知症」
　５月８日（金）午前10時半～11時半
／対象は介護保険の認定を受けていな
い65歳以上の市民／先着20人／無料
／内容は気軽にできる認知症予防につ
いて／申込みは４月22日（水）から電
話で当セン

ターへ
■自宅で気軽に学べる通信型介護予防
教室「健口お届け便」
　６月１日（月）から８月31日（月）／対
象は介護保険の認定を受けていない
65歳以上の市民／定員30人（抽せん）
／費用500円／内容は口くう機能維持
向上のテキストを使った自宅学習、当
セン
ターでの実習（３回）／申込みは４月22日
（水）から５月10日（日）に電話で当セン

ターへ
■いきいきハウス１泊体験「はじめよ
う！パソコン～カレンダー編」
　５月７日（木）・８日（金）／対象は介護
保険の認定を受けていない65歳以上の
市民／先着６人／費用3300円（食費含
む）／内容はExcelを使ったカレンダー
作成を通して脳の活性化を図る／申込
みは４月22日（水）から電話で当セン

ターへ
■いきいきハウス１泊体験「カラダと
ココロよろこぶ介護予防」
　５月13日（水）・14日（木）／対象は介
護保険の認定を受けていない65歳以
上の市民／先着６人／費用3300円（食
費含む）／内容は手足のケア・リラク
ゼーションストレッチほか／申込みは
４月22日（水）から電話で当セン

ターへ

・権利擁護セン
ターふちゅう ３６０・３９００

■権利擁護センターふちゅう講演会
「成年後見制度と遺言」
　５月28日（木）午後２時～３時半　
ルミエール府中／対象は市民／先着
200人／無料／講師は古川健太郎氏
（弁護士）／申込みは電話、またはFAX
（362・9093）で権利擁護セン

ターふちゅうへ
／問合せも同セン

ターへ

ルミエール府中５月の休館日
　７日（木）・18日（月）・19日（火）／問
合せは中央図書館（362・8647）、市民
会館（361・4111）へ

スクエア21・女性セン
ター５月の休館日

　６日（水）・30日（土）／問合せは当セン
ター

（351・4600）へ

ふるさと府中歴史館５月の休館日
　３日（祝）から５日（祝）、７日（木）・
11日・18日・25日（月）／３日から５日
は１階国府資料展示室のみ開室／問合
せは当館（335・4393）へ
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○会場の記載のないものは、保健センターで行い
ます
○予防と相談は無料です
○各事業の申込みは、それぞれの申込み日の午前
８時半から受け付けます／申込み日の記載のない
ものは、当日直接会場へ
○このコーナーは、毎月21日号に掲載します

５月の予防と相談

各ページのＦマークは、「ふちゅうカレッジ1 0 0」の対象事業
府中市は、環境の国際規格ISO14001を取得しています
JQA-EM2175 環境にやさしいまち

　石棒は縄文時代の祭
さい

祀
し

、儀礼の道具と考えられていますが、具体的にはど
のように用いられたか明らかになっていない石器の一つです。
　問合せは、ふるさと文化財課郷土資料担当（３３５・４３９３）へ。

武蔵台遺跡の石棒

　石棒とは切り出した石をたたく、
磨くなどの加工を施して作られた棒
状の石器で、大きなものでは長さが
１メートル以上になるものもありま
す。石棒には片方に丸い頭部の作り
出しのあるもの、両頭のもの、また無
頭のものなどがあります。また頭部
に傘形の段状のくびれを持つものも
みられます。
　武蔵台遺跡では縄文時代中期終わ
り頃（約4300年前）の竪穴建物の中
から、火熱を受けて割れてはいます

が、完全な形の石棒が床上に横たわ
るように出土しています。
　石棒は本来ムラの入口など屋外に
立てられたと考えられますが、遺跡
から出土する場合は直立したまま残
されたものはなく、さらに完全な形
のものは少なく、多くは意図的に焼
かれたり折られたりしていることが
普通です。このことから何らかの祭
祀、または儀礼に用いられた後に、最
終的には竪穴建物（住居）の中などに
運ばれてその使命を終えたようで
す。なお、石棒は後世になってから偶
然地下から掘り出され、再び信仰の
対象として「石神」（いしがみ・しゃく
じん）などと称され大切にまつられ
ていることもあります。
　石棒は市内では武蔵台遺跡の他に
武蔵台東遺跡、武蔵国府関連遺跡（白
糸台・宮町）などで出土しています。
武蔵台遺跡の石棒は、リニューアル
した郷土の森
博物館常設展
示室の「ムラの
はじまり」コー
ナーで見るこ
とができます。

特集　ＮＰＯ・ボランティア団体

全ての人にくつろぎと癒しを
ボランティアグループきゅ庵

　ボランティアグループきゅ庵は、地
域住民が交流と絆を深め、互いに協力
し合う地域社会を実現した住みよいま
ちにすることを目的に、平成25年11月
に設立されました。
　今では、地域住民などが自ら運営し、
誰もがくつろげる地域の居場所とし
て、情報交換、交流、地域デビューの後
押しのきっかけを提供するコミュニ
ティガーデンカフェきゅ庵を運営して
います。
　「夫が定年を迎え、息子が社会人に
なったことを契機に、社会に何かお返し
をしたいと思い活動を始めました。日頃
ストレスを感じている方にとっても、緑
の中で周りを気にせず、心から安心でき
る空間を作りたいと思っています。その
ためにも、お子さんの有無や年齢、天候
などその時々に合わせた心配りをして
います。利用者からは、『このカフェのお
陰で日頃のストレスから解放される』と
言った声も寄せられ、ま
た、カフェでゆっくり過ご
された方のお帰りの表情
は、皆様とても明るいもの
となっています」と代表の
桑田厚子さん。
　カフェでは、コーヒーや
お食事を楽しんでもらう
ほか、屋外のカフェである
ことを生かして様々な企
画にも取り組んでいます。

昨年度は、庭の梅・アンズ・ユズのもぎ
取り会やフラワーアレンジメント、
バーベキュー、くん製作りの体験会な
どを実施しました。このような企画で
は、知らない方や世代の違う方同士で
あっても、自然と話が弾み、お互いに
助け合ったり役割分担したりするな
ど、自然な交流が生まれます。
　「今後は体験型の企画に取り組む
ほか、参加者が自分の得意分野で講
師となる企画を考えています。また、
立地を生かして様々なボランティア
団体との共同企画を実施し、多世代
の交流をより一層発展させていきた
いと考えています。緑の中でゆっく
りとくつろぎたいという方や様々な
人とのつながりを持ちたいという方
のお越しをお待ちしております」と
副代表の小川博子さんは話します。
▽ボランティアグループきゅ庵（３
０６・８７５７）

ふるさと府中歴史・文化遺産めぐり

▲ 地域の人々の交流の場を提供しています

▲

 

市
内
出
土
の
石
棒

申込み・問合せは、母子保健係（368・5333）へ

■はじめてのパパママ学級（３回コース）／Ｆ　申
込み…４月22日（水）から
　６月５日（金）・13日（土）・19日（金）午後１時半～
４時／対象は受講時妊娠16～36週の初産の妊婦／
定員24人／内容は妊娠中の健康管理、赤ちゃんと
の生活、先輩ママとの交流ほか／13日は配偶者の
参加可（お産の経過、抱っこ体験、交流ほか）
■はじめてのパパママ学級（半日コース）／Ｆ　申
込み…４月22日（水）から
　６月13日（土）午前９時～11時半／対象は受講時
妊娠16～36週の初産の妊婦と配偶者／定員24組
／内容はお産の経過、抱っこ体験、交流ほか
■母子保健相談　
　①５月11日・18日（月）・20日（水）・25日（月）午後
１時15分～２時・②13日（水）午後１時半～４時／
定員①各日２人、②10人／内容は助産師による妊
娠・出産・母乳育児・乳房の相談（電話予約）
■子育て相談室
　受付は月曜から金曜日　午前９時～午後５時／
内容は保健師・看護師・栄養士・歯科衛生士による
電話・面接相談（面接相談は原則として電話予約）
■離乳食教室ステップ１／Ｆ　申込み…４月24日
（金）から
　５月29日（金）午前10時半～11時半、午後１時半
～２時半／対象は平成26年11月～平成27年１月
生まれで第１子の保護者／定員各27人／内容は離

乳食の開始について、調理実演、試食、懇談
■離乳食教室ステップ２／Ｆ　申込み…４月24日
（金）から
　５月27日（水）午前10時半～11時半／対象は平
成26年９～11月生まれで第１子の保護者／定員
27人／内容は１回食から２回食への移行につい
て、調理実演、試食、懇談
■離乳食教室ステップ３／Ｆ　申込み…４月23日
（木）から
　５月８日・15日（金）午後１時半～３時／対象は
平成26年６～９月生まれで第１子の保護者／定員
各27人／内容は２回食から３回食への移行につい
て、調理実演、試食、懇談
■離乳食教室ステップ４／Ｆ　申込み…４月23日
（木）から
　５月１日（金）午後１時半～３時／対象は平成25
年11月～平成26年６月生まれで第１子の保護者／
定員27人／内容は離乳食から幼児食への移行につ
いて、調理実演、試食、懇談
■親と子の歯みがき教室　申込み…４月23日（木）
から
　５月12日（火）午前10時～11時／対象は歯が生
えている乳児と保護者／定員25組／内容は歯科医
師、歯科衛生士による講話、ガーゼ磨き

健康診査
問合せは、母子保健係（368・5333）へ

■３・４か月児健康診査と産婦健康診査
　５月14日・21日・28日（木）／受付は午後１時10
分～２時／対象は平成27年１月生まれの乳児と母
親
■１歳６か月児健康診査
　５月11日・18日（月）・20日（水）・25日（月）／受付
は午後１時10分～２時／対象は平成25年10月生
まれの幼児
■３歳児健康診査
　５月12日・19日・26日（火）／受付は午後１時10
分～２時／対象は平成24年４月生まれの幼児
■妊婦歯科健康診査
　５月15日（金）、６月11日（木）午後１時半／対象
は受診時妊娠16～31週の妊婦／定員各日20人／

内容は歯科健康診査、歯磨き指導／母子健康手帳、
受診票持参／市内協力歯科医院でも受診可
■はじめての歯科健診（１歳児）　申込み…４月22
日（水）から
　５月22日（金）午前10時・11時、午後１時15分・２
時15分／対象は平成26年４・５月生まれの幼児／
内容は歯科健康診査、歯磨き指導／申込みは予防
歯科指導担当（368・5322）へ
■２歳・２歳６か月・４歳・５歳児幼児歯科健診　　
　①５月14日・②28日（木）午前９時半～11時15
分、午後１時15分～３時・③27日（水）午後１時15
分～３時／対象は①平成25年４月生まれの幼児、
②平成24年10月生まれの幼児、③平成22・23年
４月生まれの幼児／内容は歯科健康診査、歯磨き
指導／問合せは予防歯科指導担当（368・5322）
へ 

申込み・問合せは、成人保健係（368・6511）へ

■からだ★スキャン「今のあなたの内臓脂肪レベ
ルはどのくらい？」　申込み…４月21日（火）から
　５月16日（土）午前９時～10時15分／対象は市
民／先着30人／内容は体成分分析器による内臓脂
肪測定、生活習慣記録機の貸出し／体に人工物が
入っている方・妊婦は測定不可
■歯と口の健康相談　申込み…４月21日（火）から
  ５月21日（木）午後１時半～３時／定員10人／内
容は歯科医師による歯と口に関する相談、歯科衛
生士による口くうケア
■リフレッシュセミナー「骨盤調整とヨガ」
　５月29日（金） 午前９時45分～11時半／対象は
64歳以下の市民／定員25人（抽せん）／無料／内容
は骨盤調整、ヨガ、健康増進室の紹介／講師は沼沢
みずほ氏（ヨガインストラクター）／動きやすい服
装、飲み物持参／申込みは５月１日（金）まで（当日
消印有効）に、往復はがきに住所、氏名（ふりがな）、
生年月日、年齢、性別、電話番号、返信用宛名を記入
して、保健セン

ター「リフレッシュセミナー５月29日」係
（〒183－0055府中町２の25）へ／電子メール
（iryoc02@city.fuchu.tokyo.jp）可
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